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岡
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－
グ
ラ
フ
持
集
「
新
庁
舎
」
＠

同

新
庁
奮
は
、，
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
明
る
く
近
代

的
な
町
民
の
庁
舎
’
の
願
い
を
こ
め
、
町
民
一
人
一

人
の

ωに
う
る
お
い
を
与
え
る
よ
う
、
細
山
の
配
慮

を
し
ま
し
た
。
広
く
明
る
く
な
つ
だ
事
務
室
、
皆
さ

ん
ガ
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
町
民
ホ
ー
ル
、
身
障

者
・
お
年
寄
り
ガ
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
ス
ロ
ー
プ

化
し
だ
通
路
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
殴
け
ま
し
だ。

ま
だ
、
節
源
と
酸
員
や
来
庁
者
の
健
康
管
理
に
露

点
を
置
き
、
冷
暖
房
に
蓄
熱
僧
を
保
用
し
ま
し
た
。

主
な
部
屋
の
配
竃
は
、一

階
に
町
民
ホ
l
ル
、
住

民
課
、
（
住
民
福
祉
課
と
環
境
保
健
課
を
統
合
し
、
住

民
課
と
し
ま
し
た
J

、
税
務
課
、
商
工
観
光
課
、
出

納
室
等
ガ
あ
り
ま
す
。
二
階
巳
は
、
町
長
・
助
役
室

の
ほ
か
、
総
務
課
、
企
画
財
政
課
、
農
林
水
産
課
、

建
設
課
等
ガ
あ
り
ま
す
。
三
階

・
四
階
は
教
育
委
員

会
の
ほ
か
、
議
会
事
務
局
、
議
場
な
ど
、議
会
関
連
の

各
室
を
集
め
ま
し
だ
。
な
お
、

4
月
M
B
j
U日
の
4

日
間
、
皆
さ
ん
巳
開
股
し
ま
す
。
〔

ご
覧
く
だ
さ
い
。

－圃，．
－ーー’ー

務室町民ホールと｜階

1: 

' 

－
昭
和
別
年
4
月
号

＠



配置な寄階の主

4階

｜白素で効率的な行政運営のために

行政改革大綱を策定
防
災
行
政
無
線
を
設
置

昭
和
的
年
度
の
、
丘
奇
襲
令
業
の
．
環

と
し
て
符
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
制

日
町
防
災
’
行
政
無
線
の
通
じ
ぬ
ぷ
」
か

完
成
し
、

4
H灯
お
日
に
聞
い旬
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ニ
の
防
災
行
政
無
線
は
、

H
恥
小
八
章

一
仰
な
ど
M

内
々
の
災
汚
か
ら
符
さ
ん
の

主
命
と
則
凍
を
守
る
こ
と
を
惜
別
．
の

目
的
と
し
て
ぷ
出
し
ま
し
た
災
万

の
チ
防
讐
銀
、
選
制
命
令
、
火
災
U
M
報

な
ど
、
災
お
に
閲
す
る
あ
ら
ゆ
る
紡

報
を
、
税
局
で
あ
る
役
場
の
防
災
行

政
無
線
本
か
ら
、
作
小
学
校
を
中
心

に
し
て
町
内
刊
か
所
に
ぷ
置
し
た

H

以

外
政
送
M
施
設
の
ス
ピ
ー
カ
ー
仰
ゃ
れ

町
内
会
長
、
消
防
団
関
係
話
、
公
共

ぬ
設
世
帯
，
に
設
抗
し
た
約

2
0
0
ム
け
の

戸
別
受

μ
機
を
通
じ
て
、
持
さ
ん
に

れ
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
千
常
時
に
は
、

－
M
3
川、

ミ
ょ
｜
～
ン
ソ
ク
チ
ャ
イ
ム
に
よ
る
時

報
を
流
す
は
か
、
行
政
一
般
の
お
知

ら
せ
を
放
送
す
る
こ
と
に
し
て
お
り

行
政
事
務
の
効
本
的
な
彼
近
に
大
き

く
役
立
つ
も
の
と
帆ろ
え
て
い
ま
す

179,800方円

143,800万円

I ,380,58m’ 

I, 276, 37 m' 

I ,016, 16m’ 

1,016, 16m’ 

116, 96m’ 

・建物の概要
事業費総額

建設工事費

I F皆
2階

階

階

屋

3

4

塔

事 業 費

床面積

大ホール

3~皆
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巴1111とき

町
で
は
、
町
民
各
界
の
代
表
者
で
構
成
す
る
砂
朝
日
町
行
政

改
革
懇
談
会
。
か
ら
の
提
言
を
受
け
、
「
朝
日
町
行
政
改
革
大

綱
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

二
の
大
綱
は
、
引
世
紀
を
展
望
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

運
営
を
推
進
す
る
た
め
に
、
当
面
の
措
置
事
項
と
し
て

6
項

目

に
区
介
し
て
具
体
的
な
対
応
策
を
定
め
た
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

劃

一本

方

針

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
と
財
政
事

情
の
中
で
、
行
政
改
市
は
、
問
を
挙

げ
て
の
課
題
で
す

当
町
て
も
、
か
ね
て
か
ら
定

H
m
u

m刊
の
適
正
化
、
が
務
市
ド
業
の
弘
氏
し
、

組
織
機

織
の
簡
素
A
H
矧
化
な
ど
、
行

財
政
の
改
不
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す

hF

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
i

し
か
し
、
今
後
、
ま
す
ま
す
多
線

化
す
る
行
政
調
安
に
対
処
し
な
か
ら
、

地
域
社
会
の
活
性
化
や
住
民

M
M刊
の

精
進
を
凶
る
た
め
、
引
き
続
き
’
行
財

政
改
革
を
地
進
す
る
必
焚
が
あ
り
ま

す。
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
朝
日
町
行

政
改
革
惣
談
会
」
の
提
J
を
呼
吊
し、

組
織

a

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
町
民
の

mh解
と
協
力
を
伴
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
リ
ま
す

。置 i

I 

1 

事
務
事
業
の
見
直
し

J
P
務
事
業
の
は
瓜
し
は
、
多
機

化
す
る
行
政
川
裂
に
対
応
し
つ
つ
、

地
域
社
会
の
活
性
化
花
ひ
似
代
制

祉
の
地
進
を
削
る
た
め
、
継
統
し

て
推
進
し
て
い
く
必
吹
が
あ
リ
ま

す
ωリ
山
病
院
の
好
材
健
令
化

間
補
助
金
の
弘
前
一
し
統
介
、

1階

ー

l
化）

川
’
行
政
川
崎
肢
に
適
応
し
た
小
川
f
絞
及

ひ
川
凶
行
所
の
川
崎
山
似
の
弘
前
一
し

川
使
川
料
、
子
数
料
の
全
断
的
な
は

山
し

m
w，
決
水
市
川
の
見
出
し

ω小
ド
務
付
仰H
の
叫
削
減
及
び
行
政
事
傍

の
い
蛇
附
の
け
凡
hmし

2 

組

織

機

構

の
簡
素
合
理
化

社
会
絞
済
成
浅
の
推
移
に
付
応
し
、

町
代
の
愛
情
に
応
え
得
る
効
本
的
な

組
織
機
織
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

川
諜

・
係
の
統
合
等
に
よ
る
組
織
機

憾
の
悩
川
ぷ
九
日
月
．
化
及
ひ
効
本
的
運
用

ω科
目
立
K
H会
、
審
議
会
事
，
の
ぷ
出

の
必
要
性
皮
び
人
数
の
は
わ
山
一
し

3 

給
与
の
適
正
化

定
員
符
理
の
適
正
化

4 
hM
代
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
阿

る
と
と
も
に
、
定
H
M
管
埋
の
適
正
化

に
努
め
る
必
要
か
あ
リ
ま
す

ω帥
帆
日
以
ん
必

H
の
紘
減

山
級
以
研
修
等
の
充
実
と
能
力
開
党

問
職
務
総
作
の
端
正

川
臨
時
職
は
の
縮
減

5 

民
間
委
託
と
O
A化
等

事
務
改
革
の
推
進

メ
ニ

事
務
事
業
の
似
品
川
び
性
質
等
を
比

－
グ
ラ
フ
特
集
1
新
庁
舎
L

。

朝
日
屯
子
の

工
場
が
完
成

3
け
円
日
、
制
日
正
に
’
P
H
休

場
峻

r式
が
行
わ
れ
ま

1
た

峻
［
い
八
は
、
小
村
行
－
K
を
は
し
め
、

ゐ
崎
町
’
K
、
大
ボ
刷
物
設
会
ぷ
－
K
、
地

枇
お
な
ど
聞
係
い
れ
約
印
ヤ
れ
が
出
席
し
、

氏
新
し
い
仁
助
で
行
わ
れ
ま
し
た

ま
た
、
午
後
か
・
り
の
悦
災
被
派
ハ

｜
テ
ィ
に
は
、
h

任
血
然
必
院
ふ
い
N
や
小

沖
～
リ
川
山
以
知
下
、
段
位
一川町
ぷ
九
五

A
H

岡
な
ど
多
数
の
米
貨
を
迎
、Z
燥
大
に
行

圃
わ
れ
ま
し
た

ん
心
成
し
れ
ん
新
仁
川
場
は
、

ψ

ド
問
委
の
附
明

大
に
対
応
し
た
チ

，
フ
紙
抗
総
の
い守

門
工
場
と
し
て
、従
業
対
焼
校
2
0
0

人
で
、
川
広

2
川
町
側
、
年
初
防
山
川
の

光
し
し
け
を

n
mと
し
て
い
ま
す

グ〉

4
フ
戸
ク
シ
ミ
リ

険
め
つ
つ
、
役
品
川
効
浪
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
等
を
卜
分
勘
来
し

な
が
ら
、

市
ド
務
が
ま
の
見
山
一
し
に
努

め
る
必
咲
か
あ
り
ま
す

川
上
本
佐
川
州
市
ド
草
、
寸
の
川
州
以、

ぷ
討

が
務
の
民
間
’
h
k
f
山
の
弘
太

ωハ
｜
ソ
ナ
ル
コ
ン
ヒ
ュ

l
タ
ー
の

将
人
と
、

umum
的
判
川

ωフ
ァ
ク
ン
ミ
リ
の
吟
人

ω純
比
従
家
制
度
の
充
実

6 

会
館
等
公
共
施
設
の

設
置
及
び

加
…

H
理
運
営
の
合
理
化

－
昭
和
引
年

4
月
号

＠
づ
／
内
／」

「

D



要概の算3
J附!84 －μ対露芸誌：~？ ~ 38億8,215万円般

計
一
会

魅力あるふるさと朝日」を目指して「希望に満ちた
一 般 会 計 目 的 別歳出

衛生費
ヒグ

長23憶9,159万円

朝日町の昭和61年度予算が決まりました。これは，朝

日町新総合計画を基本として．向こう 1年間の 「町の台

所J をまかなうもので，町民生活と密接に結びついてい

ます。皆さん l人l人から集められた税がどのよ うに使

われていくのか．予算のあらましを紹介します。

労働費

歳
出
総
額

調
4,440万円

9.8% 
'--./ 

3憶7,845万円l1憶3.754万円

品
宝
ロ
費
恥
）

円

旧
ト
総
初
4
J

万

災復一
－よ
川

3
8億
8
、2
1
5
万
円

般

会

計

大

幅

減

一
般
会
計
予
算
の
総
側
聞
は
、
3
8

惚

8
、
2
1
5
万
円
で
、
前
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
る
と
、
1
4
億

i
、
6
4

0
万
円
の
減
で
、
2

6
・
7
%
の
減

少
と
な
り
ま
す
。

ニ
れ
は
、
前
年
皮
に
大
引
の
挫
凡
叫

が
業
が
集
中
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

う
に
、
町
に
も

「歳
入
」

と
い
う
財
政
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
ニ
の
「
歳
入
」
は
、
山
払
た

ち
が
統
金
と
い
う
形
で
、
国

・
山町

・

町
に
支
払
っ
た
む
の
を
主
体
に
椛
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

（悶
や
山県
に
支
払

ウ
た
税
金
の

一
部
は
、
地
ト
刀
交
付
税

や
納
助
金
と
し
て
町
の
成
人
に
な
り

ま
す
J

そ
こ
で
、
ま
ず
は
必
人
か
ら
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

歳

「
泉

H
」

入

歳
入
で
放
も
重
要
な
も
の
は
、
歳

入
全
体
の
3
3
・
4
%
を
占
め
る
町

税
で
す
。
町
税
は
、
前
年
度
に
比
べ

l
l
・
6
%
婚
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
万
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
全
体

に
山
め
る
別
A
n
が
3
3
・
0
%
と
町

一般会計歳入の状況

1~~· 

4憶554万円11憶1,890万円16憶3,387万円

勤で、

わ
ね
わ
ね
む
ね
通
常
の
年
度
べ

l
ス

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
は
、
2
依

9
、
3

6
l
万
円
、

1
4

・
2
%
の

mと
る

リ
ま
し
た
、

歳

入

歳

出

併
さ
ん
の
家
経
に
し

「収
入
」
や

、支
出
」
と
い

ゥ
た
家
訂
か
あ
る
よ

伐
に

つ
い
で
大
き
く
、
的
年
度
に
比

べ
7
・
6
%
の

mと
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
川
州
立
出
合
は
、
大
刷
れ

往
設
い
や
帳
U
4

の
終
了
と
出
附
助
率
の
引
き

下
げ
な
ど
に
よ
り
乙
Q
0

・
2
%
の
減

と
な
り
ま
し
た

歳

出

歳
出
の
内
ぷ
て
は
、
総
務
代、

民

生
代
、
教
行
旬
、
ぃ
州
［
代
な
ど
が
減

少
し
ま
し
た
が
、
－
」
れ
は
新
斤
介
、

防
災
行
政
繁
一
料
、
大
中
本
作
保
育
所
、

中
山f
校
プ

i
ル
、
叫院良
h
r．世
点
滅
致
事

業
の
完
成
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
民
林
水
産
業
代
（9
・2

%）
、
十
木
作
川

（
8

・
0
%
て

街
中

代

（
2
・
。

%
｝、
労
働
行

（
8
・
ぉ

%
）、消
防
仰H

（
2

0
・
8
%
）
は
同刑

判
削
と
な
リ
ま
し
た

受診・特可IJU也似イf税・・…－一 lJi l'l 
・ 人；~；税.... .... . . .. ...... 937 }J円

・；／（.flJ!也1u¥'.lil・・・・・・・・・ ト400Ji P:I 

• Hりた｛工こ il'i'ff悦...7 '992Ji円
・電気税...............7. 179/j円

・木村引取税・・・・・・・・・・・・・・・ l万円

町税の内訳
・町民税－…・…...6f.CT:6,569万円

・凶定資産悦......4f.M, 135万円

・軒 1~1 動市必ι －－ －・… 1,578万円 4憶1,569万円
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－
特
集
「
昭
和
例
年
度
予
算
L

。

「町長の施政方針1

こ
れ
は
、

3
月
ア
日
の
離
会
定
例
会

で
、
寺
崎
町
長
ガ
表
明
し
だ
「
施
政
方

針
」
の
中
か
ら
、
昭
和
例
年
度
に
お
け

る
1

希
望
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
ふ
る
さ

と
朝
日
」
の
実
現
を
目
指
し
だ
施
策
の

概
要
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

め

lま

じ

私
が
町
長
に
就
任
し
て
、
も
は
や
4

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

あ
く
ま
で
己
を
忘
れ
、

こ
よ
な
く
愛
す

る
朝
日
町
の
発
展
を
断
い

、

「
前向
A
に
満
ち
た
魅
力

あ
る
郷
土
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
街
し
て
、
微
力
な

が
ら
摺
伸
身
の
努
力
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。
さ
い
わ
い
、

町
政
の
故
大
の
懸
案
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

優
良
企
業
の
誘
致
が
尖
現
し
、
ま
た
、庁
舎
の
建
設
も

順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
・
手
品
し
た

3

さ
・句
に
、特
別

養
議
老
人
ホ
｜
ム
「有
機
苑
」
、
防
災
行
政
無
線
、統
合

保
育
所
、
中
学
校
ブ
｜
ル
、
農
村
婦
人
の
家
な
ど
の

完
成
が
間
近
と
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
都
市
計
画
街
路

泊

・
桜
町
線
の
中
町
交
差
点
の
開
通
や
全
国
ビ

i
チ

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
税
善
大
会
も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
町
事
業
以
外
で
も
、
朝
日
小
川
総

合
開
発
事
業
及
び
北
陸
自
動
市
早
道
の
建
設
事
業
が
順

調
に
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
新
笹
川
ト
ン
ネ
ル
は
3
月

末
に
開
通
の
予
定
に
な
っ
て
い

る
な
ど
、
町
政
は
蝋

調
に
進
展
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
同
僚
の
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
の
賜
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
改
め
て
深

〈
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
希
望
に
満
ち
た
魅
力
あ
る

ふ
る
さ
と
朝
日
」
を
目
指
し
て

さ
て
、
新
年
度
は
、
新
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
、

新
庁
舎
で
の
執
務
、
誘
致
企
業
の
本
絡
的
保
業
な
ど
、

朝
日
町
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
策
総
発
展
の
年
て

4・・・・・・・・・・・ら

あ
っ
ま
す
c

そ
の
た
め
、
私
は
、
新
年
度
に
お

い
て
、
新
総
合

計
画
に
基
づ
き
、

「希
望
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
ふ
る

さ
と
朝
日
」
の
実
現
を
目
指
し
、
将
来
目
標
の
「
健

康

・
生
き
が
い
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
快
適
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ

「
泊
%
と
魅
力
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
リ
」
の
3
つ
の
ね
の
施
策
を
着
笑
に
進
め

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

健
康
・
生
き
が
い
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

生
泌
を
通
じ
て
、
健
や
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
を
送
る
こ
と
は
、
町
民

一
人

一
人
の
願
い
で
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
「疾
病
の
早
期
発
見
」「
半
期
治
療
」

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
ぬ
げ
、
健
康
づ
く
り
活
動
を
強
力
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
肺
が
ん
検
診
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
検

診
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
老
人
福
祉
対
策
と
し
て
、
名
人
の
盟
か
な

経
験
と
知
識
を
生
か
す

「
E
人
の
生
き
が
い
と
創
造

の
事
業
」
を
笑
泌
す
る
は
か
‘
主
人
ク
ラ
ブ
の
園
内

研
修
や
ゲ
ー
ト
ボ
｜
ル
場
の
幣
備
を
行
い
ま
す
。

保
育
事
業
と
し
て
は
、
保
育
前
裂
の
多
線
化
に
対

処
し
て
、
保
有
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
す
る
た
め
．
延
長

保
有
に

つ
い
て
も
前
向
き
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

児
童
の
減
少
傾
向
に
箆
み
、

地
践
的
な
市
中
怖
を
考
慮

し
つ
つ
保
育
所
の
統
合
を
推
進
し
、
保
育
地
設
の
悠

備
充
実
を
図
リ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
の
教
育
環
療
の
繁
備
と
教
育
の
向

上
を
図
る
た
め
、
小
学
校
教
育
環
境
繁
備
審
議
会
の

ご
意
見
を
賜
リ
、
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
慎
重
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、

山山
生
率
の
低
下
と
相
ま
っ
て
人
口
が
減
少

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
子
以
上
の
出
生
児
童
の

父
母
に
対
す
る
山
山
生
契
励
金
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

快
適
で
や
す
ら
主
の
あ
る
生
活
環
境
は
、
町
民
生

・
昭
和
例
年
4
月
号
＠



健康・生きがいと
文化のまちづくり

・・衛生・民生・教育費・・

歳出の内訳を施策の 3つの柱ごと

に，その主なものを列記すると，次

のようになります。
活気と魅力！こ満ちたまちづくり
．．農林水産・商工・観光費・・

町政の推進
・・総 務 費 等・・

生涯を通 じた健康づく り活動を推進し，

充笑に努めます。

福祉については. ~人の健康精進のために，ゲー ト

ポール場の終備を進めるとともに．ねたきり老人等の

~.j則保議事業. {t:宅弘ift!：の充笑を図ります。

また．本年）~から， 3子以上の出生児童の父母に対

し出生奨励令制度を新設します。

学校教育でLL 学校地設のm仇情操教育に努力し

ます。今年も 「全国ビーチバレーボール大会」を開催

します。

がん検診の

かけがえのない健康の増進一……・一一..303' 383千円

。健康.tr:ill[対策・・・・…一一一一一一…・20,097千円

。ε人保健医療快業事業特別会計’紙片1令・・・70,355下問

。同民健康保険特別会計総Wit…・・・・…・…・10.000ll'l 

0 病院予業会計への助成………・…一......105.576千円

心ふれあう福祉の充実……ー…・・・・…・・…・ 606'181千円

。家庭奉仕u設置……・…・ー……・・…ー…一.7.903千円

。ゲートボール場設置－－－・一一・一一・…….2.600千円

。ε人制祉 ・.（，：宅福祉ー…・…・・…・……・…・ 9.132H.lJ

O出生奨励全制度……・…・……・…・・・…・…・…・ 500千111

人間性豊力、な教育と香り高い文化の滋成一 378,447千円

。教材Jfl備品等…ー…ーー一一一…・13.509下ドj

oγー校総設幣｛純一一…ー・一一 一 一一・...8.448 子~lJ

0コンビムーター鱗入－－－一一..............2.100 lいj

Oすでl五lビーチノ〈レーボーIf...lJl持大会一・…・・・ 5.000fl'J 

O学校体育地設の開政…・…一ー・一一….3.21 l千円

道路関係事業については、都市計画街路i~I ・ 阪府［線

の泊環状線から道下天満社ま での立体交差部の早期開

通に向け努力するほか，消•lj•f；業では，地下水のかん

養に配意しながら計幽的に進めます。

防災対策’では．急傾斜地対策事業をはじめ. if! Lil事

業． 河川改修 1~~長等を術極的に進めるととらに． 無線

サイレン制御装置と新鋭消防ポンプ取を更新します。

住宅対策として， 町営終町団地の控て符とえ椴｛崩iI：’れ

に着手します。

快適で住みよいまちづくり
・・衛生・土木・消防費・・

道路交通網の整備と利便性の向上・一…ー251.846千円

。都市計画事業・…・…・・・ー…・・・・・・・・・・・・・・・・51,004千円

。道路特別改良事業一……一－－・…一一一 121.971 l円

。無雪害街づく り 4\-~定・一 － － －…………・一一一74,735 千円

防災体制の充実と安全の確保一………....273,623千円

。急傾斜地崩峻対策事業・ぃ・….............3.219千円

or.1山事業・・・・・・・一－－一一一一一…・・・・・・J0,000千円

。河川事業・・・・・・・・・・……・・・・・・・・一一一－－一一 6.881 l二円

。無線サイレ ン制御波法定新事業・………・・8.000T・円

。消防 ;ff ンプ •Ii隣人…・・・…………・・・・…一 － －－ 9. 632 f-11 I 

快適な居住環境の整備・ー……一一一・・…一 192.257千円

。住宅付策の推進一一－一…－…・・…・・・・・・・・57.246 f-11 I 

Oi1H1品卒業・・・………・・…・一一一一－・一・...・61. 732 T-ドj

農林業については，!At道 ・林業なと・の生産J左悠の繁

｛絡を図るほか．地域特産物の振興に努めます。また．

水産業については．沿岸域海底調査を実地し．っくり

育てる漁業を振興します。

商工業については．魅力ある商店街づくりのため．

続営改善普及事業及び有利な級資制度の拡充を図りま

す。また．企業立地奨励制度の運用に努めるほか.u 
ターン背年奨励制度を新設します。

観光については．豊かな観光資源を活用した滞作句

通年観光の開発を目指します。 また，山村振興事業で

棚山ファミリーランドの繁備に着手します。

特色ある農林水産業の振興一－一一一・・・一一 633,868千円

。水間利用再編対策事業・・・ー・…・・ー・…・・…・・14,173千円

。ふるさと振興事業……・・………・・・・・……一 3.410千円

。農道幣備事業…………ー………・… 一一 100.651 r-同

0農村総合終f賄事業…－一－－－…一一・・ 116.537 f-問

。山村娠興主将業一一－－－－…一一・・・……・・…35.366千円

。林道事業…一－－－－一一・－－一……・・・・・…・・50.594千円

。沿岸成海底調食費・・・………・・……・・……・・ー 450千円

。漁港改修事業・・………・・…………ー……ー・・13,071T手l

活力ある商工業の振興・………・・一一ー一一・93,084千円

。商工業融資資金制度予業……・一－－－……・・52.000 千円

。企業立地奨励事業一一一一…・・……・・・・・… 6,900千円

。あさひまつり ・商店街活性化事業…ー・・・1,500千円

魅力ある観光の振興・・ぃ…………ー…・・…ー・25.815千円

。県立自然公隊i聖書偽・…・・・…・…－－－－一－一一・J0.000H11 

O観光地設~倫・……・ー・・…. . …－－－－－…······ 4 .033 T・FJ 

0 Uターン青年報奨金一一一－－一一一…・・…..300 下円

聞かれた町政を推進するため，「町長と語る会」 r町

長へのたより J を引き続き実施します。また，住民自

治活動を促進するため，自治会館を建設します。

行政改革については， OA化をi盆め，簡紫合理化に

努めます。

町民公闘を特色ある庭園として繁備します。
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特別会計…………………・ 23憶5,850万円

。国民健康保険特別会計一…・・…・…・・・…・8｛意3,194万同

o ~人保健医療事業特別会計一・・・……・・… 1 4 ｛.~977力円

。終川診療所特別会計・……・・一...................740万円

。山崎診療所特別会計－－・…・……・・・・－…・・・・・883万円

0 I受診療所特別会計…・－・－… …ー…・田…・・… I.579万円

。山崎診療所特別会計・ー…・・・・・・・……ー・・・…ー 1,897万円

。簡易水道特別会計ー…………………－一….5, 965万円

。公共用地先行取得等事業特別会計・…ー…… 100万円

。南保外二地区用水特別会計・………・・・ー一一.403万円

。加藤奨ザ：資金特別会計…・ー一一…一一－－一・78万円

。保健文化’償法金特別会計・…・・・…－－…・・・ぃー・・・・34]j円

泊病院事 業 会 計…・……… 21憶2,222万円

－
昭
和

m・年
度
予
算

＠

活
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
当
町
の
美
し
い
自
然

環
境
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
都
市
的
機
能
の繁一倫…

鉱
充
を
図
る
こ
と
が
町
勢
発
展
の
基
盤
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
日
常
生
活
圏
の
広
液
化
と
高
速
交
通

時
代
に
対
処
し
、
高
速
自
動
車
道

・
国
道

・
県
道
及

び
町
道
を
そ
れ
ぞ
れ
有
機
的
に
結
合
さ
せ
る
道
路
交

通
網
の
笠
備
に
努
め
る
ほ
か
、
特
に
要
望
の
強
い
道

路
の
消
雪
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
下
水
の
か
ん
養
に

十
分
配
意
し
な
が
ら
計
画
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
地
域

防
災
計
闘
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
防
災
行
政
無
線
の

効
率
的
な
運
用
に
努
め
る

一
方
、
新
鋭
消
防
ポ
ン
プ

市
午
、
無
線
サ
イ
レ

ン
制
御
装
置
を
一史
新
し
、
防
災
体

制
の
充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
街
地
と
そ
の
周
辺
の
優
良
な
宅
地
開

発
を
進
め
る
た
め
、
民
間
的
力
に
よ
る
宅
地
開
発
へ

の
助
成
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

な
お
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
周
進
地
肢

の
指
定
に
つ
い
て
は
、
3
月
4
日
に
県
知
事
の
本
認

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
快
適
で
休
み
よ
い
術
づ
く
り

に
大
き
な
役
割
を
来
た
す

L
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
気
と
魅
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

安
定
し
た
豊
か
な
町
民
生
活
は
、
活
力
あ
る
産
業

活
動
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
リ
ま
す
。

昨
年
、
決
定
を
み
ま
し
た
朝
日
農
業
振
興
地
域
繁

備
計
画
を
指
針
と
し
て
、
足
腰
の
強
い
朝
日
町
の
農

業
、
農
村
づ
く
り
に
向
け
、
関
係
機
関
、
団
体
が

一

体
と
な

っ
た
総
合
的
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
リ

ま
す
。

ま
た
、
山
村
の
農
地
・
集
落
で
の
サ
ル
彼
窓
口
に
つ

い
て
は
、
有
効
な
防
衛
策
を
講
じ
る
ほ
か
、

械
極
的

な
パ
ト
ロ
ー
ル
と
駆
除
活
動
を
行

い
ま
す
。

さ
ら
に
、

商
業
振
興
の
た
め
に
商
店
街
活
性
化
事

業
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

工
業
振
興
の
た
め
に
企

業
立
地
奨
励
制
度
の
運
用
と
各
経
融
資
制
度
の
紘
充

と
活
用
を
積
極
的
に
推
し
進
め
ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
．
豊
か
な
観
光
資
源
を
活
用
し

た
滞
在
型

・
通
年
鋭
光
の
開
発
を
目
僚
に
、
銭
円
縫
的

な
条
件
整
備
を
は
じ
め
、
宮
崎

・
境
海
時
周
辺
繁
備

事
業
、
ダ
ム
周
辺
観
光
笠
備
事
業
の
縫
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
の

整
備
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

若
年
者
の
就
業
促
進
と
人
口
の
婚
加
対
策
の

一
環

と
し
て
、

U
タ
ー
ン
青
年
奨
励
制
度
を
新
設
し
、
ふ

る
さ
と
へ

の
復
帰
を
被
極
的
に
促
進
し
た
い
と
々
え

て
い
ま
す
。

!BJ 

政

の

比
比

a
身、，

進

町
政
は
、
町
民
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
聞
か
れ

た
町
政
に
よ
っ
て
町
民
に
共
感
の
得
ら
れ
る
行
政
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
区
別
の

「
町
長
と
語
る
会
」
を
計

画
的
に
開
催
す
る
ほ
か
、

「
町
長
へ
の
た
よ
り
」
を

実
施
し
、
町
民
の
・牛
の
戸
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
公

聴
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
新
庁
舎
に
は
、
町
民
ホ
｜
ル
や
ミ
ニ
図
書

館
な
ど
を
設
け
、
町
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う

配
意
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
に
、
新
庁
舎
南
側

の
町
民
公
園
に
は
、
町
花

・
町
木
に
よ
る
特
色
あ
る

庭
園
を
整
備
し
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

行

財

政

改

革

の

推

進

社
会
経
済
情
勢
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
今
日
、
多

機
化
・

高
度
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応
し
つ
つ
、
行

政
運
営
の
簡
素

・
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
年

一
月
、
民
間
有
識
者
に
よ
る

「
朝
日
町
行
政
改
革
惣
談
会
」
を
設
置
し
、
朝
日
町

行
政
改
革
大
綱
策
定
へ
の
提
言
を
受
け
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
組
織

・
機
騰
の
簡
素
合
理
化

を
は
じ
め
、
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化
、
民
問

委
託
、

O
A化
の
推
進
等
に
努
め
、
経
常
的
経
費
の

抑
制
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

－
昭
和
例
年
4
月
号

。づ
／

ハ
ノ
ム
づ
／



教
育
環
境
整
備
に

2
月
初
日
、
第

一
回
初
日
町
立
小

学
校
教
育
環
境
整
備
審
議
会
を
開
催

し
、
小
学
校
の
教
育
環
続
的世
備
の
方

策
に
つ
い
て
、
諮
問
し
ま
し
た
。

そ
の
お
問
内
容
は
、
「
昭
和
白
年
目

川
、
第
2
次
午
校
教
行
環
境
作
．術
事

議
会
か
・
句
、
桜
式
や
級
叫
札
ぴ
小
川
胤
悦

絞
め
解
消
と
泊
小
学
校
の
大
鋭
校
化

の
お
そ
れ
を
な
く
す
に
は
、
3
校
案

が
適
当
で
あ
る
、
と
の
符
巾
を
受
け

ま
し
た
。
し
か
し
符
ゆ
以
後
、
相
当

年
数
が
は
れ
過
し
て
わ
ぬ
リ
、
そ
の
問
、

山
小
川
十
校
と
小
川
中
学
校
を
統
介
し

て
朝
日
中
学
校
が
誕
生
す
る
な
ど、

社
会
情
勢
が
符
し
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
小
学
校
児
市
数
の
推

仲立
寸
の
謝
伐
と
と
む
に
地
区
別
悠
技

会
を
川
併
し
、
ル
山
代
の
＆

μを
聴
取

l
」
念
AVl』
ト
～

そ
の
結
果
、
．
3
校
案
に
は
全
地
医

と
も
反
対
の
立
見
が
強
い

ヘ
前
回
の

火口山
中
か
ら
相
当
年
敏
か
れ
過
し
て
ト
ね

い
て
諮
問

つ
り
、
新
た
な
審
議
出開
聞
を
設
け
て
再

検
討
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
姶
い

々

と
集
約
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
概
要
を

議
会
に
副
報
告
し
、
審
議
を
賜

っ
た
と

こ
ろ
、
昭
如
刊
臼
年
の
審
議
会
委
は
に
、

新
た
に
教
山
口
に
利
通
し
た
人
を
加
え

た
得
議
会
を
ぷ
．
世
し
、
山
川
’
川
さ
に
取

り
組
ま
れ
た
い
‘
と
の
要
望
か
あ
り

寺
AF
Iレ
ト
～
。

こ
の
よ
う
な
実
情
を
か
ん
が
み
、

当
町
全
体
の
立
場
か
ら
小
学
校
の
教

行
環
検
特
．備
と
教
行
の
向
卜
．
の
た
め

の
万
策
を
い
か
に
必
ず
べ
き
か
民
約

制
い
た
い
J

と
い
・
フ
も
の
で
す
。

審
議
会
委
員
は
、

昨
年
の
は
月
議

会
で
制
定
を
み
ま
し
た
小
学
校
教
育

現
段
税
備
審
議
会
条
例
に
法
つ
く
次

の
じ
り
々
で
す
。

朝
日
町
立
小
学
綬
教
育
環
境

整
備
審
援
会
委
員
名
簿

会

長

成

熊

安

正

（山

崎

）

副

会

長

八

木

U
一
（
的

一
民
）

U
タ
l
ン
青
年
報
奨
金
制
度
が
発
足

次
代
の
朝
日
町
を
判
フ
青
年
の

定
住
化
を
促
進
す
る
た
め
、
町
外

か
ら
朝
日
町
に
帰
郷
し
、
就
業
し

た
汀
年
に
対
し
て
、
制
限
奨
ふ
況
を
支

給
す
る

、
U
タ
ー
ン
川
年
鍬
縫
合

一
制
度
」
を
新
し
く
設
け
ま
し
た

一
鰍
奨
金
の
支
給
に
は
‘
次
の
各

一
瓜
に
該
当
す
る
よ
と
が
裟
件
と
な

一

っ
て
い
ま
す
。

V
耐
円
以
外
で
1
年
以
上
就
業
し
て

い
た
人
で
、

帰
郷
後
1
年
以
内

に
就
業
し
た
人
。

V
帰
郷
時
の
年
齢
聞
が
加
古
鳳
以
上
目

織
以
下
の
人
。

V
帰
郷
後
、
5
年
以
上
朝
日
町
に

在
住
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

V
過
去
に
、
朝
日
町
に

5
年
以
上

在
住
し
て

い
た
二
と
の
あ
る
人
。

と
も
に
生
き
る

思
い
や
り
を

障
害
者
を理

解
し
よ
う

あ
な
た
は．

際
主
将
に
出
会
っ
た

と
き
、
や
さ
し
い
心
づ
か
い
で
篠
す

る噌
』
と
が
で
き
ま
す
か
？

心
身
に
障
苔
を
む
つ
人
た
ち
は
、

社
会
参
加
し
よ
う
と
、

一
生
懸
命
に

努
力
し
て
トね
ら
れ
ま
す
。

陣
市
庁
幹
れ
の
ハ
ン
デ
ィ
を
少
し
で
も

併
減
し、

健
常
行
と
化
ハド
社
会
参
加

が
で
さ
る
よ
う
、
今
、
符
さ
ん
の
用

Mmと
い
え
偲
が
求

め
ら
れ
て
い
ま

す
。朝

日
町
に
は

附
人
の

障
害
者

朝
日
町
に
は
約
6
8
0
入
、
以
内

で
は
約
3
万
7
0
0
0
入、

A
K
同
的

に
は
2
1
3
万
人
の
万
が
、
．
小
併
に

し
て
心
身
に
防
災
を
む
つ
万
々
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
々
は
、
生
ま

れ
る
前
か
ら
の
原
凶
に
よ
る

場
合
、
わ
ね
串
庄
の
と
き
に
発
生

し
た
陣
山
札口
、
生
ま
れ
た
後
に、

災
泌
事
飲
な
ど
の
災
計
や
州

気
、
中
毒
な
ど
を
原
闘
と
す

る
障
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

原
因
に
よ
リ
障
害
者
と
な
う

た
方
々
で
す
。
し
か
も、

近

年
、
在
齢
化
に
伴
う
心－
U

切
の

機
能
供
下
を
以
同
と
し
た
隙

奇
心
地
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ・
7
し
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
障
窓
口
は
決
し
て
特
異
で

他
人
事
で
は
な
く
、
い
ま
は

企老人信組Iセンターで行われだ惣り暮らし

老人1日沼待

委

例

外

栄

（山

崎

）

H
K
ゆ

泊

予

（
山

崎

｝

大
久
保
久
光

（大
家
店
）

野

村

久

四

（大
家
庄
）

山

岡

政

次

（大
家
庄
）

小
坂

謙

二
（
南

保

）

総
間
利
志
雄

（南

保

）

松
原

雅
品

（南

保

｝

大

滞

龍

松

（五
箇
店
）

問
中

伸
幸

（五
箇
陀
）

西
岡
不
二
夫
（
五
衛
庁比
）

舟
僑

忠
雄

（泊

一
ぱ
）

必
滞

彦
d
「
（泊

一
一民
）

収
肘

J

一郎

（泊
二
区
）

市小
川
文
子

（泊
二
区
）

村
口

隆

治

（泊
二
区
）

河
村

昭
略

（泊
三
区
）

中

隊

将

夫

（泊
三
区
）

美

佐

光

市γ

（泊
三
区
｝

折

谷

時

一
（
徳
一

川
｝

小

林

義

正

（徳
一
川
）

小

林

茂

利

（得
一
川
）

肘
谷
胞
内
プ
（
円
以
山
崎
）

加

秘

敏

夫

（山
川
崎
）

u 
，， ，， ，， 

” 
，， ，， ，， ，， ‘B 

II ，， ，， ，， ，， ，， ，， ，， 
” 

，， ，， ，， ，， ，， 制限判
N
A
V．は、

U
タ
l
ン
山
年
l
人

に
つ

5
2万
円
配
偶
お
を
伴
っ
て

い
る
場
合
は
、

3
．hM
刊
で
す
。

報
奨
金
の
支
給
中
誌
は
、
役
場
住

民
認
で
転
入
印
刷
と
同
時
に
受
け
付
け

ま
す
か
、
転
入
後
の
叫就
業
を
証
す
る

代
科

－
M
川
M
州
叫
等
を
添
付
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

ぷ
し
く
川崎
、
役
場
商
し
鋭
光
諜
ま

で
お
問
い
ん
い
せ
く
だ
さ
い
。
（

g
m

l
1
0

0）
 

－
昭
和
例
年
度
の
新
施
策
⑪

奨励金を支給

3人目のお子さんから
町では，人1IJ1/)JI)対策の一環として．

4 J'l l日から出生誕励金制度を発足さ

せます。

ヨE鎗要件

。生まれた子供を含め 3人以上の ｛・供

と生計をおIじくする父母であること。

。町にIf.:所をイIし．今後も居住する忍

ぶのあること．

支 鎗額

3人目＇i2 7JPI. 4人目以降（j3 Jj円．

支鎗方法

4月 l日以降．出生届の際に支給咲

件に令えIi.その場で支給します。

※詳しく l.t，役場住民課（宮83=1100) 

に問い合わせてくにさい。

委

H 

河

内

正

夫

合

同

崎

｝

水
島
近
太
郎

（

境

）

，， 

委

良
子｛以

H 

水水
鳥 1::,

II 

民
間
活
力
の
導
入
で
宅
地
開
発
を
推
進
ノ
．

人

Hm加
対
策
の

一
周
と
し
て
、

民
間
定
地
也
物
取
引
業
品
れ
か
行
・ヲ

一

定
川
崎
校
以

t
の
住
宅
団
地
の
道
成
に

伴
う
償
問
の
一

部
を
助
成
す
る
ユ
ニ

ー
ク
な
地
策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
e

正
式
に
は
、
「制

H
町
民
間
的
h
H

呼
入
品
V
業
倒
肋
品
川
交
付
．法
制
」
と
林

す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
民
間
業
品引

が
毛
地
開
発
を
行
う
場
合
に
道
路

・

側
議

・
縁
地
等
の
公
共
的
施
設
に
投

下
す
る
事
業
代
が
そ
の
ま
ま
宅
地
価

制
に
ハ
ネ
返
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
公
共
的
地
位
の
が
業
貨
の
一

部

を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
リ
．
んた地
価

制酬を
抑
制
し
、
結
決
的
に
は
口
い
や

す
い

・石
地
を
供
給
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す

ま
れん

道
路
の
判
以
や
側
鴻
の
の
は

鍵山崎
で
あ
勺
て
’u
、
似
た
ら
の
絡
も

が
降
得
者
に
な
る
可
能
性
を
む
っ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

み
ん
な
で
共
に

生
き
る
た
め
に

と
こ
ろ
が
、
陣
苫
者
に
対
し
て
、

た
い
て
い
の
人
が
抱
く
感
慨
は

「
か

わ
い
そ
う
に
」
と
か
「
不
幸
な
人
だ
」

と
い
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
開
明
日
行
に
と
っ

。 明白町社舎岨祖a・・u山 川 県 に岨喧的
掴祉向ょ，t日間守 掴柑Bl悔 Tす．

岡田町帽祉センタ一向 官制 OH6

て
は
大
る
な
ぷ
鮮
な
の
で
す

障
害
者
は
、
表
れ
み
や
同
情

を
支
え
に
生
き
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
問
答
者

は
た
ま
た
ま
目
や
H
H
、
あ
る

い
は
予
や
足
を
火
っ
た
ど
け

で
あ
り
‘
そ
の
陣
内
は
身
体

の
一
部
で
あ
り
、
す
べ
て
で

は
な
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

他
の
能
力
も
す
べ
て
失
っ
た

か
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で

す
。
だ
れ
も
白
分
か
ら
好
ん

で
隊
古
者
の
追
を
選
ん
だ
わ

け
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

隊
害
者
が
本
当
に
求
め
て

い
る
の
は
、
自
分
の
力
で
立
ち
上
が

る
の
を
、

じ
っ
と
見
守
っ
て
く
れ
る

ぷ
誕
の
H
H
と
、

H仏
ち
上
が
れ
る
子

段
を
必
ヒ
て
く
れ
る
J
笈
の
ひ
と
り戸
－

J
め
た
た
か
い
子
”
な
の
で
す
．

隊
害
者
の
た
め
に
、

「共
に
生
き

る
」
と
い
う
思
い
や
り
と
、
溢
か
い

力
添
え
を
。

出
な
ど、

け
肉
的
な
問
先
を
止
前
線
す

る
と
と
も
に
、
ん
む
地
．
山
般
に
つ
い
て

も

一
定
線
棋
を
舵
保
す
る
な
ど
‘
住

み
よ
い
住
宅
団
地
を
創
出
し
よ
う
と

い
う
ね
ら
い
も
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
過
川
し
て
納
助
を
受

け
よ
う
と
す
る
に
は
、
五
地
位
物
取

引
業
法
に
制
収
定
す
る
宅
地
位
物
取
引

業
析
で
あ
ゥ
て
、
町
内
で
住
を
団
地

の
造
成
ギ
業
を
行
う
者
が

1
5
0
0

平
万

γ
以
上
の
同
地
を
開
発
し
、

一

区
尚
が

2
3
0
．
争
力

μ
以
上
の
住
主

川
地
を
分

A
し
よ
う
と
す
る
助
人
H

．

一
定
粂
件
の
川
地
内
泊
路
等
の
公
共

的
施
設
を
慾
備
す
る
必
裂
が
あ
り
ま

す
。認

制
に
つ
い
て
は
、
役
場
往
設
諜

（
告
別

1
1
0
0
）
へ
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う

広
幡
さ
ん
「
腰
ひ
も
」を
寄
贈

続
け
て
わね
ら
れ
ま
す
が
‘

ニ
の
た
び
．
暇
を
比
つ
け

て
は
、
心
を
込
め
て
制
ん

で
く
だ
さ
っ
た
、
色
と
り

ど
リ
の
腰
ひ
も
を
得
附
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
温
か
い
志
に
深
〈

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
お

「
心
を
込
め
て
一樹
み
ま
し
た
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。栄町

。と〈 名さんより

。広幡淑校さんより

乎編みこしひも20本

。境婦人会さんより 23,900同

酒井敬三さんより

婦人服上 ・下11縮

小林はなさんより

1,000円

2.3臼向
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⑪
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岐 t克A贋ひもを．贈する広幡さん
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烈
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仁
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仰
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…
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鉱
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…
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収
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叱
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泊
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品
川
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、
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、
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、
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－
M
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か
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一
4
．
大
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級
外
丸
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、
氷
川
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．
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と
な
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線
－
U
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氷
川
凡
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及
H
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絞
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一
泊
二
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r．
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に
l
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l
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H
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仏
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介
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．
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叫
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．
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械
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友
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．
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介
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仇
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スポーツ大会成績
2月19日～3月18日

第14回朝日町
ビーチバレーポール大会

男子Aクラス

l位月山｜百l友会

2位 宮崎Bvc 
男子Bクラス

1位 符崎Bvc 
2位大家庄Bvc 

男子Cクラス

1位バド ミン トン愛好会

女子Aクラス

l位大家庄 ス マ イ ル

2位宮崎BVC・Aチーム

女子8クラス

l位金山球友会

2位スマイ ル

女子Cクラス

l位 スマイルビーチ

2位 宮崎SVC

男女混合の部

11立蛭谷ビーチ

2位 さざんかA

第26回町民
パスケットボール大会

男子一部

l{立泊二区

Z位泊三区

男子二部

l位五箇庄

2 ｛立泊三区

女子の怒

l位市
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本Ill政 f（米川ii¥リ分｜丹l之の’反政）

永年勤続退団者感謝状

竹 内 竹 り （ Jし l分l列HE長）
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消 防団春 の 表彰
消防庁長官表彰

水年勤続I)J'/iホ

富山県知恵表彰

負契火炎J... t;.~純 ~JI H国I消防［丹

あ 1分［司

令え ィ忠政 6分回分団長
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'{ti~ 安』I二、BJ；自防団長
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Jr.1. I I Bぞf

tOD 1！ ~1 11 事己 r
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t十Ill 千千 r
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企寺崎町長から淑脱される研修生

ことはを受けた後．アメリカ西j毎月2の

シアトルにJi1Jけて出発してffきました。

消防司令
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ニL：ニ.[!J際的悦野を広め.'L：.た
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( Ji f.i.) Ii. 

( il I 自主

（ばi

1+1 ＇米

(k＇ぶIi.J 

（ げI ) 

( ・1：・；曲；t)
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f rわil，人；会を終えました
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ii!：代間交流の 「美しいふるさとを守

るJ 講座では．

1 .ボランテ ィアifi動として民俗文化

財の清帰繁｛向。
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加
瀬
位
進

オ
レ
は
油
産
省
に
殺
さ
れ
た佐

川勝ト
会
川

原
柳
大
必
の
礼
儀
と
作
法

r
H十
柳
大
説

sL
I
a
r叫
1
1
K
寸
叫
附

’
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場鎗
留
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日
時

I ~'ti I '1: 4 
J~ M: 12 1iii Jl 
1::1七時 1016 

ン 時日
夕附

場

一町への寄 附

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

「姓
氏
家
系
大
仙
川
胤
ハ
」
九K
1
巻

、
ル
仁
川
選
代川、

ホ
プ
リ

も
A
O
Y
6
巻

寄
贈
朽

朝
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
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V宵少年と燃物づくりのーコマ

－
昭
和
例
年
4
月
号

⑪

( 2月II日ー3月10自〉

・大家庄の山本 ’よさん.I尚！日三日II

さん， it'i水 博さん．藤田1（（嗣さ

ん．時：j川十IIt売さん．広回読さ ん．

大家1主農協さんから大家fl：小’y：校
へ． グランドピアノ及びピアノJll 
L、す．ピアノカノ〈ー（ 100 )j川相

当）の寄附があリま した。

• ・,;s山市l処Iiiの／Jll繰lt'fJじさんカ・ら広

報あさひのためにと. 10,000川の

寄附があリま した

V
A
1
が
椛
け
、

本
々
に
は
新
し
い
似

か
よ
み
か
え
り
、
新

・
化・－
H

・し
か
ラ
ン

ド
セ
ル
を
し
よ

っ
て
学
校
へ
4
川

ーとい
・
ヲ
と
、
何
も
か
も
か
新
し
く
な

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

V
さ
て
、
役
場
も
例
川
町
誕
生
か
ら

の
懸
案
で
し
た

J
新
庁
合
”
が
完
成

し、

3
川
引
日
か
ら
新
し
い
庁
合
で

事
務
を
始
め
ま
し
た
。
－v
と
こ
ろ
で
、

新
庁
合
の
建
設
に
あ
た

っ
て
は
、
特

に
符
さ
ん
に
縦
し
ま
れ
、
利
用
し
や

す
い
庁
合
に
し
よ
う
と
仁
犬
し
ま
し

た
。
－v
山
り
ふ
け
ば
か
り
で
な
く
、
広
報

あ
さ
ひ
も
、
皆
さ
ん
に
縦
し
ま
れ
、

皆
さ
ん
の
た
め
の
情
報
紙
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
地
円
さ
ん
が
、
広
報

あ
さ
ひ
に
何
を
ボ
め
る
か
、
お
聞
か

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
・


